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　　④　 網　の　状　態

　　   回遊するさけを誘導する手網（または垣網）は、陸とほぼ直角の方向に敷設され、 

　　長さは 1,000～ 2,000 メートル程あります。

　　    誘導したさけを捕獲する身網は、手網の沖合に陸と並行に敷設され、その

　　幅は 300～ 400 メートル程あります。

 　　   これらの網は、浮子、沈子、ワイヤーロープ等で作られた堅牢な型枠に繋留さ

　　れています。（図 ―１参照）

　　⑤　 操　業　標　識

 　　　敷設されている身網の周辺には、大型漁具標識（旗）、灯火、レーダー反射器等

　　が設置されています。なお、手網には標識を設置していないこともあります。

　　　また、これらの標識は、漁業者によって異なり一定はしていません。

（2）   事　故　の　状　況

　　事故は、大半が乗り切りによる型枠の破損、網の切断で、主に日高町門別地区沖

　合の定置網に発生しており、昨年４月にも切断事故がありました。

（3）  航 行 上 の 注 意 事 項

　　定置網は、比較的沿岸にありますので、極力沖合（３カイリ以上）を航行してく

　ださい。沿岸部では、これらが連続している上、身網の発見が困難です。止むを得

　ず沿岸部を航行する場合は特に見張りを厳重にしてください。

　　航行中これらを発見した場合は、陸側には手網が延びていますので、沖側へ大き

　く迂回してください。なお、自動操舵による航行には特に注意してください。
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